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次号 
予告 

10月号
2008 October Vol.72 No.10 ●出張で行った会津若松駅前に「ならぬこ

とはならぬものです」という大きな看板があ

りました．地元の方に聞くと「会津の子供は

みんな，こう言われて育てられるんです」と

のこと．う～ん，すごい．何がすごいって，

「ならぬ」理由にはまったく触れていないあた

りが．「どうしていけないの？」という“子供の

問い”を力技で封殺しています．

このフレーズは，「什
じゅう

の掟」という会津藩の

頃から続く訓辞で，全文は次のようなもの．

「一，年長者の言うことに背いてはなりませ

ぬ」「二，年長者にはお辞儀をしなけれはば

なりませぬ」「三，虚言を言うことはなりませ

ぬ」「四，卑怯な振舞をしてはなりませぬ」「五，

弱い者をいぢめてはなりませぬ」「六，戸外

で物を食べてはなりませぬ」と来て，最後は

（やはり理由は述べずに）「ならぬことはなら

ぬものです」と締められていました．ついつ

い何事にも理由，言い訳を考えてしまう我が

身を思わず省みてしまったものです．【鳥居】

●編集者で集まり，今号の特別記事「夫婦で

認知症を生きる時代」で取りあげている認知

症研修ビデオ『ふたりの時を心に刻む』の上

映会を開催しました．最初は，つまらないか

もしれないと勝手に思いこみ，また，主人公

よりもその奥さんの心情に注目しよう，と冷静

に見るつもりでした．しかし，ビデオが進む

につれ，そんな冷静さはどこへやら……．い

つのまにか目頭が熱くなり，涙がこぼれそう

になっていました．そんな，泣けるほど心が

ジ～ンとなるシーンが満載でした！ そし

て，終了後に私の目が真っ赤だったことは言

うまでもありません．とにかく，素晴らしいビ

デオですので，読者プレゼントへのご応募

をお待ちしております！ 【吉田】

編・集・後・記 

特集

病棟でこれをやると
退院はうまくいく
在院日数短縮の流れが年々強まるなか，医療ニーズの高い状態のまま退

院を迫られる患者が増えています．こうした患者の在宅療養・転院をスムー

スに行なうために，大規模病院では専任の退院調整看護師を配置する施

設が増えています．しかし，専任の退院調整看護師を配置できない施設も

多く，また配置できた場合でも，少人数の専任看護師だけで退院調整のす

べてをフォローすることは不可能です．

退院調整の要の仕事を担うのは，実は病棟．本特集では「病棟で行なう退

院支援」の極意をご紹介します．

■「退院支援」とはなにか？ 宇都宮宏子

■病棟が主体となって行なう退院支援成功のコツ 原田かおる

■小規模病院で退院調整を成功させるコツ 大釜幸子

■退院支援カンファレンス充実のコツ 蝦名美岐

■退院支援のための医療制度活用術 村上紀美子

ルポ

「失敗の効用」と「集団の力」
あたらしい運動プログラム「ふまねっと」
本誌編集室

特別記事

「ふまねっと運動」の出自と理念　
WalkからWork へ
北澤一利
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